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新
し
い
時
代
の
都
市
再
生
検
討

新
し
い
時
代
の
都
市
再
生
検
討

国
交
省

懇
談
会
個
性
的
な
地
域
文
化
の
確
立
へ

エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
推
進
協
議
会

環
境
先
進
企
業
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国
土
交
通
省
は
１１
月
２２

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
３
号
館
会
議
室
で

第
１
回
「
都
市
の
個
性
の
確

立
と
質
や
価
値
の
向
上
に
関

す
る
懇
談
会
」
（
座
長
・
野

澤
千
絵
明
治
大
学
政
治
経
済

学
部
教
授
）
を
開
催
し
た
。

都
市
再
生
に
関
す
る
法
制
度

の
創
設
か
ら
２０
年
が
経
過
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
し
い

時
代
の
都
市
再
生
の
あ
り
方

を
検
討
し
、
個
性
的
な
地
域

文
化
の
確
立
を
め
ざ
す
。

都
市
再
生
に
つ
い
て
は
都

市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
官
民
が
連
携
し
て
豊
か
な

暮
ら
し
の
実
現
や
経
済
の
活

性
化
に
努
め
て
き
た
。
そ
の

一
方
で
人
口
減
少
の
本
格
化

や
建
築
費
の
高
騰
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
貢
献
な
ど
都
市
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
短
期

的
な
収
益
や
経
済
合
理
性
だ

け
で
な
く
中
長
期
的
な
視
点

で
地
域
文
化
を
醸
成
す
る
こ

と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

初
会
合
で
は
国
交
省
の
内

田
欽
也
都
市
局
長

が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
当
懇
談
会
の

名
称
に
冠
し
た

〝
都
市
の
質
〞
は

自
治
体
が
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
自
覚

し
、
さ
ら
に
質
を

高
め
て
ほ
し
い
と

の
思
い
を
込
め
た

も
の
だ
。
都
市
の

質
や
価
値
の
向
上

が
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。
一
定
の
方

向
性
を
示
し
、
来
年
の
春
を

め
ど
に
と
り
ま
と
め
を
お
願

い
し
た
い
」
と
要
請
し
た
。

議
事
で
は
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
た
都
市
再

生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
を
繰
り
広
げ
る

と
と
も
に
、
ゲ
ス
ト
委
員
と

し
て
東
京
都
、
金
沢
市
、
独

立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

が
先
進
的
な
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
。

環
境
省
と
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
推
進
協
議
会
（
議
長
・
上
田
輝
久
㈱
島
津
製
作
所
会
長
）
は
１１
月
２５
日
、
東
京

・
千
代
田
区
の
Ａ
Ｐ
東
京
八
重
洲
で
第
９
回
「
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
開

催
し
た
。
と
く
に
今
回
は
環
境
先
進
企
業
で
つ
く
る
同
協
議
会
の
設
立
１５
周
年
を
記
念
し
、
テ
ー
マ
を
「
社
会
を

変
え
て
い
く
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
設
定
。
よ
り
社
会
に
役
立
つ
企
業
活
動
を
め
ざ
し
て
取
り
組
み
事
例
の
発

表
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
さ
か
な
ク
ン
の
特
別
講
演
な
ど
を
繰
り
広
げ
た
。

同
協
議
会
は
設
備
業
界
な

ど
環
境
分
野
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
企
業
で
構
成
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
は
じ
め
行
政
と
の

勉
強
会
・
情
報
交
換
会
や
企

業
間
の
連
携
な
ど
を
積
極
的

に
進
め
て
い
る
。

当
日
は
上
田
議
長
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
気
候
変

動
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
な
ど
が
拡
大
し
て
い
る
も

の
の
、
課
題
解
決
に
は
一
層

の
取
り
組
み
の
強
化
が
必
要

だ
。
本
日
の
講
演
や
事
例
発

表
を
通
じ
て
わ
れ
わ
れ
は
何

を
な
す
べ
き
か
改
め
て
認
識

し
、
環
境
問
題
に
対
す
る
企

業
活
動
を
促
進
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

続
い
て
浅
尾
慶
一
郎
環
境

相
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
「
環
境
省
は
企
業
の
環

境
活
動
を
支
え
る
エ
コ
・
フ

ァ
ー
ス
ト
制
度
を
推
進
し
９４

社
を
認
定
し
て
い
る
。
エ
コ

・
フ
ァ
ー
ス
ト
推
進
協
議
会

が
設
立
さ
れ
て
１５
年
が
経
過

し
た
が
、
環
境
保
全
に
寄
与

す
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供

給
が
拡
大
し
、
環
境
関
連
市

場
は
１
・
５
倍
に
成
長
し

た
。
消
費
者
が
環
境
に
優
し

い
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
好
循
環
も
加
速
し
、
経

済
成
長
の
新
た
な
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾

向
は
国
内
だ
け
で
な
く
全
世

界
で
広
が
っ
て
お
り
、
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
へ
皆
さ

ま
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
」
と
訴
え
た
。

こ
の
あ
と
秦
康
之
総
合
環

境
政
策
統
括
官
が
「
持
続
可

能
な
社
会
に
向
け
た
環
境
政

策
の
統
合
的
実
施
と
企
業
へ

の
期
待
」
と
題
し
て
講
演
。

脱
炭
素
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）、
循
環
経
済
へ
の
移
行
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

（
生
物
多
様
性
の
回
復
）
な

ど
に
関
す
る
政
策
を
説
明
し

た
。
ま
た
樋
口
正
一
郎
戸
田

建
設
㈱
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
部
長
が
同
協
議
会
の
１５
年

の
歩
み
を
振
り
返
っ
た
。

特
別
講
演
で
は
タ
レ
ン
ト

・
魚
類
学
者
で
東
京
海
洋
大

学
客
員
教
授
の
さ
か
な
ク
ン

が
「
気
候
変
動
に
よ
る
海
の

生
き
も
の
へ
の
影
響
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
地
球
温
暖

化
や
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

海
洋
生
物
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。

事
例
発
表
で
は
東
京
ガ
ス

㈱
、
㈱
エ
フ
ピ
コ
、
㈱
セ
ロ

ボ
ー
ド
の
３
社
が
脱
炭
素
や

リ
サ
イ
ク
ル
、
生
物
多
様
性

保
全
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹

介
。
引
き
続
き
森
本
英
香
早

稲
田
大
学
法
学
部
教
授
・
元

環
境
事
務
次
官
の
進
行
で
今

後
の
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
の

取
り
組
み
に
関
す
る
活
発
な

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
展
開
し
た
。

設立１５周年を記念設立１５周年を記念

さかなクンが気候変動の影響で特別講演

上田議長

初会合で活発な意見交換

内田都市局長
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